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。
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問農林課　☎22-1253

～まだ知らない地元農産物の魅力を届けたい！～
　担当者がオススメする地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします！
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～ 市内の農産物

直売所情報▶

バツグンのおいしさ　寒ざらしそば！
　春の風物詩である「寒ざらしそば」は、毎年大寒の時期
からおよそ２週間、蔵王連峰の冷たい清流にソバの実を浸
すことでアクが抜け、ほのかな甘みが引き立ち、ツルっと
したのど越しの良いそばに仕上がることが特徴です。
　市内では３月16日（土）から材木岩公園内「小原なごみ茶
屋」にて数量限定で提供しますので、ぜひご賞味ください！
●営業日時　11:00～14:00（土・日曜日は11:00～15:00）
●定休日　水曜日　☎29-2760

▲メニューはざるそば1,000円（税込）とざるそば
セット1,500円（税込）の２種類です。写真はざ
るそばセットです

みんなで仲良く遊んでね！
白石工業高校生が手作りおもちゃを贈呈

　１月22日、白石工業高等学校の生徒が白石
はるかぜ保育園を訪れ、自ら製作した木製の手
作りおもちゃを園児たちに贈りました。これは、
同校の建築科の生徒が課題研究の一環として製
作。園庭用テーブルやイス、折り畳み滑り台な
どをプレゼントしました。生徒は「みんなで仲
良く遊んでほしいです」と話してくれました。

▲プレゼントされた折り畳み滑り台で遊ぶ園児

大人としての決意を胸に
令和５年度二十歳を祝う会「募金の寄付」

　１月30日、本年度の二十歳を祝う会で集め
た募金の贈呈式を行いました。この募金は「大
人として社会に貢献したい」と参加者自らの意
志で実施。集まった募金の2,471円は白石市社
会福祉協議会へ寄付しました。実行委員長の高

たか

見
み

澤
ざわ

治
はる

希
き

さんは「今後も暮らしやすい社会のた
めに社会貢献に励みたい」と話してくれました。

▲贈呈式に出席した高見澤治希さん（左）と朝
あさ

倉
くら

秀
ひで

雄
お

社会
福祉協議会長（右）

おいしく高血圧予防！
「減塩&野菜たっぷりメニュー試食会」

　１月22日、みのりキッチンで「減塩&野菜
たっぷりメニュー試食会」を行いました。これ
は、高血圧や脳血管疾患予防に取り組む「減塩
プロジェクト」の一環で実施。参加者からは「減
塩とは思えないほどおいしい」と好評でした。
減塩&野菜たっぷりメニューは、みのりキッ
チンで３月末まで平日限定で提供しています。

▲「減塩&野菜たっぷりメニュー」を試食する参加者たち

全チームが熱戦を繰り広げる！
第33回市民綱引き大会

　１月21日、ホワイトキューブで「第33回市
民綱引き大会」を開催しました。今大会は31
チーム約420人が出場し、頂点を目指して熱戦
を展開。小学生の部は白石第二小学校の「新・
ホワイトストーン」、中学生の部は福岡中学校
の「福中アニマルズ」、一般の部は「大笑い…
ブラボーな仲間たち」がそれぞれ優勝しました。

▲全力で綱を引く参加者たち。３部門いずれも白熱！
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


